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研究成果の概要（和文）：本研究では，上顎全部床義歯装着者を対象に，安定剤と保湿剤を使用させ，その選択
基準に影響を及ぼす因子を明らかにすることを目的とした．被験者は同意を得た25名の上顎全部床義歯装着者と
し，安定剤1種類と保湿剤3種類（リキッド，ジェル，スプレー）でそれぞれの意義維持力を調査した．その後，
被験者には安定剤と保湿剤を持ち帰ってもらい，それぞれの使用感と最終的に何を使いたいかを調査した．本研
究の結果，安定剤と保湿剤の選択には，使用した際の安定，違和感，乾燥感が関与することが示唆された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the selection criteria for denture 
adhesives or oral moisturizers in wearers of maxillary complete dentures.
Twenty-five maxillary edentulous subjects were enrolled in this study. A denture adhesive and three 
oral moisturizers (liquid, gel, and spray) were administered for 3 days each. Patients were surveyed
 after each treatment and at the end of the study. In the after-use questionnaire, the denture 
adhesive was evaluated highly for “stability,”“chewing,” “fitting,” and “retention” (P <0.
05). On the final questionnaire, the denture adhesive was selected by 14 and the oral moisturizers 
by 11 of 25 subjects. These results suggest that “stability,” an “uncomfortable feeling,” and a 
“dry feeling” were the driving criteria in choosing either the denture adhesive or an oral 
moisturizer.

研究分野： 高齢者歯科学，歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
日本は，超高齢社会になり，2025 年には高

齢者人口がピーク（約 3,500 万人）を迎える
ことが予測される．今後，超高齢社会におい
て，後期高齢者（75 歳以上）が陥りやすい低
栄養や要介護状態になる原因に認知症や骨
折，転倒と並んで，高齢による衰弱があり，
これには虚弱（frailty）を含んでいる． 
 フレイルの前兆と考えられているのが歯
や口の機能の虚弱（オーラル・フレイル）で
あり，食環境の悪化から始まる筋肉減少を経
て，最終的には生活機能障害に至る．また，
高齢期において人とのつながりや誰かと食
事をするなどといった社会性を維持するこ
とは、活動量、精神・心理状態、歯・口の機
能、食・栄養状態、身体機能など、多岐にわ
たる健康分野に関与することが明らかにな
っている．この「社会性」が欠如していくと、
低筋力や低身体機能などの加齢性筋肉減弱
症（サルコぺニア）や低栄養などによる生活
機能の低下を招き、ひいては要介護状態に陥
ることが懸念されている．そして，義歯を装
着している要介護患者や歯科医師への受診
が困難な在宅高齢者は口腔内に様々な問題
を抱えており，中でも義歯の不適合，口腔乾
燥症により，義歯の維持が困難になる場合が
多い．義歯の安定を得るため義歯安定剤（以
下，安定剤）を使用する患者も多いと推測さ
れる．安定剤は，唾液や水と水和し，義歯粘
膜面と顎堤粘膜に介在する唾液の粘度を上
昇させ，義歯の維持力の増強を図る作用があ
る．しかし，口腔粘膜からの安定剤の除去は
大変難しく，安定剤が口腔内に残ると，細菌
の温床となる危険性が極めて高いとされて
いる．そこで，臨床では安定剤の代わりに，
口腔保湿剤の使用を推奨することがある．そ
のため，義歯装着者を対象に，安定剤と保
湿剤を使用させ，その選択基準に影響を及
ぼす因子を明らかにすることは重要である
と考えられる． 
 
２．研究の目的 
（１）当講座で確立した荷重部位と顎堤の評
価方法を用いて，保湿剤の粘度と顎堤の形態
が患者の使用している上顎全部床義歯の維
持力に及ぼす客観的な影響について検討し，
さらに客観的評価との関連を明らかにする
事で安定剤と保湿剤の選択基準を確立する
こと． 
（２）安定剤や保湿剤を用いた義歯の維持力
や口腔乾燥との関連などの客観的評価につ
いての調査は行われているが，使用感や満足
度などの主観的評価との比較について調査
した報告は少ない．  
上顎全部床義歯装着者を対象に安定剤と保
湿剤を使用させ，使用感や満足度などの主観
的評価からその選択に影響を及ぼす因子を
明らかにすること． 
 
３．研究の方法 

（１）口腔保湿剤の粘度および顎堤の形態と
全部床義歯の維持力の関係 
被験者は 35 名の義歯装着者とし，義歯と

粘膜面間に，人工唾液・粘度の異なる口腔保
湿剤 3 種類(スプレー・リキッド・ジェルタ
イプ)・義歯安定剤を介在させた．上記 5 種
類の介在液に加え，来院時の維持力を測定し
た．デジタルプッシュプルゲージ®を用いて，
左右中切歯正中部の切縁を咬合平面に対し
て斜め 45°に牽引し，義歯が離脱した時の荷
重量を維持力とした．また，中切歯切縁・前
歯部歯槽頂・義歯後縁の位置関係と臼歯部顎
堤の高さ及び形態を測定するために，義歯の
研磨面・粘膜面の印象採得を行い，複製義歯
を製作した．臼歯部顎堤の形態は，粘膜面の
印象を用いて測定した．中切歯切縁・前歯部
歯槽頂・義歯後縁の位置関係は，ノギス及び
ディバイダーを用いて測定し，維持力と比較
した．統計学的分析は，Shapiro-Wilk 検定後，
Friedman の 検 定 と 多 重 比 較 検 定 ・
Kruskal-Wallis 検定・Levene 検定・一元配
置分散分析を行った．また相関分析は，
Spearman の順位相関分析を用いた． 
（２）主観的評価における上顎全部床義歯装
着者の義歯安定剤と口腔保湿剤の選択に影
響する因子 
被験者は同意を得た 25 名の上顎全部床義

歯装着者とし，義歯安定剤 1種類と口腔保湿
剤 3種類（リキッド，ジェル，スプレー）を
渡した．安定剤は 1 日 1 回，保湿剤は 1 日 3
回，義歯内面に塗布するように指示した．使
用期間はそれぞれ 3日間とした．安定剤と保
湿剤のそれぞれの使用感（使用後アンケー
ト:10 項目）と最終的に何を使いたいか（最
終アンケート:2 項目）を調査した．  
 
４．研究成果 
（１）口腔保湿剤の粘度および顎堤の形態と
全部床義歯の維持力の関係 
粘度の高いジェルタイプの口腔保湿剤を

介在させると，粘度の低いスプレー・リキッ
ドタイプの場合よりも義歯の維持力は大き
くなった(p＜0.05)(図 1)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 保湿剤の粘度と維持力の関係 
 
前歯部歯槽頂が相対的に後方である程，維

持力は小さくなった (r ＝－0.352，p＜



0.01)．臼歯部顎堤の形態は，維持力と関係
しなかった． 
（２）主観的評価における上顎全部床義歯装
着者の義歯安定剤と口腔保湿剤の選択に影
響する因子 
 使用後アンケートの結果から，安定剤は「安
定」「咀嚼」「適合」「維持」で有意に高評価
であって（図 2），最終アンケートで安定剤を
選択した被験者は 14 名，保湿剤を選択した
被験者は 11 名（ジェル 9名，リキッド 1名，
スプレー1名）であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 義歯安定剤と口腔保湿剤の満足度 
 
この 2群を比較したところ，安定剤の選択

者は安定と違和感で，保湿剤選択者は乾燥感
で選択した者の評価が高かった(図 3）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 口腔湿潤度と保湿剤の選択状況 
 
以上の結果から，安定剤と保湿剤の選択に

は，使用した際の安定，違和感，乾燥感が関
与することが示唆された． 
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